
 
 
 

広島県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 50点 

問題構成 

2025年度に小問集合の大問が1⃣に加わり，それまでの大問４題構成から大問５題の構成と

なった。ただし，小問数はやや減って23問となっている。配点も例年通り小問集合を含め

て生物12点・物理12点・化学13点・地学13点とほぼ均等になっている。大問が１つ増えた

こともあり，ページ数は昨年に続き14ページと多くなっている。１問あたりの文章量が増

えているので，より的確に実験・観察の内容を読み取り，理解する必要がある。 
 

 
 

【出題の傾向と対策】 
① 中１～中３の全学年・全分野が問われている。 

 
 
② 正答率の低い問題も実験結果や会話の流れからヒントを得られる問題が多い。  

 
 
 

 令和８年度(2026) 令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  

問題量（A４で） 14ページ分 14ページ分 10ページ分 11ページ分 13ページ分 

小問数 23問 25問 24問 26問 24問 

論述問題の数 ４問 ４問 ３問 ５問 10問 

論述問題配点 ８点 ９点 ８点 11点 22点 

受験者平均点 25.8点 26.2点 26.1点 25.3点 18.8点 



 
③ Ｒ７年度こそ出題されなかったが作図問題は頻出。指示されたルールを厳守し，丁寧な作 図を心がけよ
う。 

 
 
④ 文章の中における空欄補充型の論述問題がよく出題されている。 

 
 

 
 


